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令和２年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

岩手県 

行 事 名 称 令和２年度天台寺総合防災訓練 

実施期間・日時 令和２年９月１３日 午前１０時～ 

実 施 場 所 岩手県二戸市浄法寺町御山字御山久保３３ 八葉山天台寺 

主 催 者 八葉山天台寺 

■実施内容 

訓練の想定 

令和２年９月１３日、午前９時４０分、岩手県内陸北部を震源とするかなり強い地震が発生した。 

この地震により本堂のローソクが倒れ本堂内から火災が発生し、拡大しながら庫裡と山林に延焼する恐れが出て

きたため重要書類及び仏像の持ち出し並びに天台寺境内にいた参詣者の避難誘導の必要が生じた。 

訓練の内容 

（１）通報訓練  （２）火災報知設備取扱い訓練 

（３）消火栓及び放水銃取扱い訓練 

（４）地元分団（第１１－２分団）が、防火水槽より天台寺本堂周辺へ放水する。 

参加者及び役割分担 

天台寺・檀家・・・通報、避難誘導、放水訓練、 

二戸消防署・・・全体統括、放水訓練、講評 

二戸市消防団第11分団第２部・・・放水訓練 

二戸市教育委員会・・・現場立会 

特に工夫した点 

修復工事・防災設備工事が終了し初めての総合防災訓練ということもあり、それぞれの訓練を区切り、操作の習

熟のため丁寧に訓練を実施した。 

問題点・課題 

消防署より操作に慣れる必要性を指摘され、今後、継続的に訓練を行っていくこととなった。 

その他 

消防団によって、貯水タンクから直にくみ上げられるか確認を行った。 

整備の狙い通り一人でも容易に使用できたが、機器の使用手順については習熟が必要と思われる。 

訓練風景 

 


